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バリューデザイン社との経営統合に関する説明資料

アララ株式会社
東証マザーズ︓4015
2022年1⽉14⽇
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本件のインベストメントハイライト
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• ハウス電⼦マネーにおける圧倒的なNo.1プレイヤーの誕⽣
• 他の決済事業者と⽐較しても巨⼤な約1兆円の決済取扱⾼
• ハウス電⼦マネーを全国約10万店舗で展開する顧客基盤

ハウス電⼦マネーの
No.1プレイヤー

• ワンストップの店舗DX⽀援サービスを、両社の顧客基盤に対して
クロスセル

• 顧客サポートや利⽤促進業務の共同運営などのカスタマーサクセ
ス強化・効率化

• 新サービス（電⼦ギフト、地域通貨、汎⽤型決済サービスとの連
携、BtoB決済サービス等）の創出、新規事業展開に向けた検討

決済×販促の
顧客基盤・ノウハウ共有

• 共同電⼦マネーセンターの設⽴によるシステム運⽤の効率化
• 将来的なサービス統合に向けたシステムの共同化システム共同化



本件のインベストメントハイライト①

年間決済取扱⾼ 約1兆円
導⼊店舗数 約10万店舗

• ハウス電⼦マネーにおける圧倒的なNo.1プレイヤーの誕⽣
• 他の決済事業者と⽐較しても巨⼤な約1兆円の決済取扱⾼
• ハウス電⼦マネーを全国約10万店舗で展開する顧客基盤

ハウス電⼦マネーの
No.1プレイヤー
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本件のインベストメントハイライト②

• ワンストップの店舗DX⽀援サービスを、両社の顧客基盤に対し
てクロスセル

• 顧客サポートや利⽤促進業務の共同運営などのカスタマーサクセ
ス強化・効率化

• 新サービス（電⼦ギフト、地域通貨、汎⽤型決済サービスとの連
携、BtoB決済サービス等）の創出、新規事業展開に向けた検討

決済×販促の
顧客基盤・ノウハウ共有
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本件のインベストメントハイライト③

• 共同電⼦マネーセンターの設⽴によるシステム運⽤の効率化
• 将来的なサービス統合に向けたシステムの共同化

システム共同化

POS・端末
チャージ機 外部接続

POS・端末
チャージ機 外部接続

現 状 今 後
共同センター

POS・端末
チャージ機 外部接続

チャージ
バック デジクルQRQR Value

Insight

連携サービス・システム

共同センター化それぞれでセンター保有

両社のリソース集約でスケールメリット
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バリューデザイン社について
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会社概要

会社名 株式会社バリューデザイン

所在地 東京都中央区⼋丁堀3-3-5

売上⾼ 2,223百万円（2021年6⽉期）

純資産額 1,314百万円（2021年9⽉末時点）

従業員数 87名（2021年6⽉末時点）

ハウスプリペイド
のパイオニア

全国各地で
豊富な導⼊実績

導⼊企業への
⼿厚いサポート

• 国内ハウスプリペイドの黎明期
から市場を開拓・拡⼤してきた
業界のパイオニア

• 有⼒な代理店とのネットワーク

• 800社以上の豊富な導⼊実績
• 年間取扱⾼8,000億円以上、導
⼊店舗88,000店以上の強固な
顧客基盤

• 販促施策成功に向けたサポート
を専⾨のコンサル部⾨が実施

• 改善・追加施策の提案などによ
りアップセルが可能

強み・特徴

事業内容

ハウスプリペイド
事業

ブランドプリペイド
事業

• ハウスプリペイド
• 新規事業（デジタルギ
フト、分析ツール 等）

• 海外事業

• ブランドプリペイド
（国際ブランドによ
る汎⽤プリペイド） データを活⽤した

販促ツール

• 顧客データを統合・分析し、⾼
精度な販促を可能にするSaaS
型デジタルマーケティングツー
ル「Value Insight」

• VOYAGE GROUPとの合弁会社
において販促サービスのデジタ
ル化を⽀援



本件のメリット
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競合環境

• ハウス電⼦マネーのシステム提供市場は競合が少なく、当社とバリューデザイン社の統合に
よって、No.1プレイヤーとして圧倒的な市場シェアを確保できます

• ハウス電⼦マネーの市場規模は年間約10%の成⻑が⾒込まれており、当社及びバリューデザイ
ン社はハウス電⼦マネー決済市場の成⻑に加えて販促サービスを展開してまいります

ハウス電⼦マネーの市場規模
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⾃家型
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システム
提供
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T社

QR/バーコード決済

クレジット

発⾏体にシステム提供

汎⽤型電⼦マネー

デビット

⾃社システムで運営

Pay系
ホワイトレーベル

第三者型のサービス提供
事業はプレイヤーが多い

市場シェア確保
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年間約10%の成⻑

出所︓⽮野経済研究所

F社

ハウス電⼦マネーサービス ハウス電⼦マネーシステム



株式交換による経営統合
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スケジュール
• バリューデザイン普通株式1株に対し、アララ
普通株式3.2株を割当交付します

• 交付する当社の普通株式数は3,698,323株で
あり、2021年8⽉31⽇時点の発⾏済み株式総
数6,262,500株に対する割合は59%となりま
す

割当内容

最終ストラクチャー図（予定）

基本合意書締結 2022年1⽉14⽇

最終契約締結 2022年3⽉(予定)

臨時株主基準⽇公告（両社） 2022年3⽉(予定)

臨時株主総会開催（両社） 2022年4⽉(予定)

上場廃⽌（バリューデザイン） 2022年5⽉30⽇(予定)

株式交換効⼒発⽣ 2022年6⽉1⽇(予定)

• バリューデザイン普通株式1株に対し、アララ普通株式3.2株を割当交付する株式交換の⽅式に
より、アララとバリューデザインは経営統合いたします

• 本株式交換による効⼒発⽣⽇は2022年6⽉1⽇を予定しております。本件に関する適時開⽰に
ついては、2022年1⽉14⽇開⽰の「アララ株式会社と株式会社バリューデザインの株式交換に
よる経営統合に関する基本合意の締結について」をご参照ください

アララ

バリュー
デザイン

(上場維持)

(⾮上場化)

統合持株会社
（アララの商号
変更予定

バリュー
デザイン

アララ
（新設）

(キャッシュレス事業) (その他事業)



今後の展開
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• アララとバリューデザインの経営統合により、⾮連続的な成⻑を実現しながら、決済×販促の領
域で企業価値の向上を⽬指します

• 両社の既存事業における売上⾼の拡⼤、利益率の向上を進めるとともに、Fintech領域における
新たなサービスを創出していく予定です

シナジー
＋

新領域の
サービス

成⻑のイメージ

経営
統合



ディスクレーマー
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本資料は、当社の業界動向及び事業内容について、当社による現時点における予定、推
定、⾒込み⼜は予想に基づいた将来展望にも⾔及しております。

これらの将来展望に関する表明の中には、様々なリスクや不確実性が内在しております。

既に知られたもしくは未だに知られていないリスク、不確実性その他の要因が、将来展
望に関する表明に含まれる内容と異なる結果を引き起こす可能性がございます。

当社の実際の将来における事業内容や業績等は、本資料に記載されている将来展望と異
なる場合がございます。

本資料における将来展望に関する表明は、当記述を作成した時点において利⽤可能な情
報に基づいて当社によりなされたものであり、将来の出来事や状況を反映して、将来展
望に関するいかなる表明の記載も更新し、変更するものではございません。

また、本資料に含まれる当社以外に関する情報は、公開情報等から引⽤したものであり、
かかる情報の正確性、適切性等について当社は何らの検証も⾏っておらず、またこれを
保証するものではありません。
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